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人
間
の
条
件
と
は
何
か

齋

　
木
枯
し
と
共
に
か
け
足
で
冬
が
や

っ
て
き
た
。
朝
タ
の
冷
え
こ
み
も
一

段
と
身
に
し
み
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
先
月
ソ
連
で
金
星
に
衛
星
を
軟
着

陸
さ
せ
地
球
上
に
色
々
の
状
況
を
電

送
し
た
ニ
ュ
し
ス
発
表
が
あ
り
、
数

年
前
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
火
星
の

至
近
距
離
で
と
っ
た
写
真
が
、
八
千

万
♂
も
へ
だ
て
た
地
球
へ
の
電
送
に

成
功
し
て
い
る
。
ま
こ
と
に
科
学
技

術
の
進
歩
は
す
ぱ
ら
し
い
。
火
星
は

空
気
が
稀
薄
で
、
生
物
が
い
る
か
ど

う
か
も
怪
し
い
そ
う
だ
。

　
火
星
に
は
火
星
人
が
住
ん
で
居
り

大
運
河
を
堀
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

の
学
説
も
、
憶
測
の
範
囲
を
出
で
な

い
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
火
星
の

ナ
ゾ
を
解
く
デ
ー
タ
ー
を
手
に
入
れ

た
こ
と
は
、
何
と
し
て
も
喜
こ
ば
し

い
。

　
科
学
の
進
歩
は
す
ぱ
ら
し
く
、
紬
材

学
を
制
す
る
も
の
は
、
世
界
を
制
す

る
に
ち
が
い
な
い
。
後
進
国
家
の
育

成
に
も
、
科
学
の
活
用
に
待
つ
と
こ

ろ
が
多
い
。
と
い
っ
て
も
科
学
は
、

あ
く
ま
で
も
技
術
で
あ
る
。
人
類
が

生
活
を
営
む
た
め
の
手
段
方
法
に
す

ぎ
な
い
。
科
学
の
進
歩
に
目
が
く
ら

ん
で
、
人
間
そ
の
も
の
の
貴
さ
を
忘

れ
て
お
り
は
し
な
い
か
．

　
い
っ
た
い
人
聞
の
条
件
と
は
何
だ

藤

大

馨

ろ
う
。
人
間
が
人
間
に
な
る
根
本
的

な
条
件
で
あ
る
。
い
や
条
件
と
い
う

よ
り
も
、
要
索
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ

り
正
し
い
。
こ
の
本
質
的
な
要
素

が
な
い
と
、
人
間
と
は
い
え
な
い
も

の
で
、
そ
れ
は
「
徳
性
」
で
あ
る
。

　
す
な
お
で
明
る
く
清
く
正
し
い
。

人
を
愛
し
、
い
か
な
る
こ
と
に
も
堪

え
し
の
び
、
協
力
、
精
進
す
る
。
こ

う
い
う
徳
目
を
な
ら
べ
た
ら
キ
リ
が

な
い
が
、
こ
れ
ら
の
徳
性
が
人
間
の

条
件
で
、
あ
と
は
属
性
に
す
ぎ
な
い

　
人
間
が
一
般
の
動
物
と
ち
が
う
と

こ
ろ
は
徳
性
に
あ
る
。
技
術
が
ど
こ

か
ら
き
た
か
は
、
四
つ
足
の
二
本
の

前
足
が
立
っ
て
、
両
手
に
な
っ
た
と

き
か
ら
で
あ
る
。
古
代
人
は
生
活
す

る
の
に
便
利
な
道
具
を
手
で
つ
く
っ

た
。
こ
れ
が
今
日
け
ん
ら
ん
豪
華
な

物
質
文
明
の
先
駆
を
な
し
て
い
る
。

　
人
類
学
者
の
こ
と
ば
を
か
り
る
と

人
間
が
四
つ
足
か
ら
二
本
足
に
な
る

の
に
五
千
万
年
か
ら
一
億
年
の
長
い

才
月
を
か
け
て
い
る
。

　
私
ど
も
は
人
間
を
評
価
す
る
の
に

知
能
や
技
術
が
す
ぐ
れ
て
い
て
も
あ

く
ま
で
属
性
だ
。
や
は
り
人
間
の
価

値
を
決
定
す
る
も
の
は
徳
性
と
か
霊

性
で
あ
る
。

　
釈
尊
に
し
ろ
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
に
し
ろ
、
地
球
は
自
転
し
な
が
ら

太
陽
の
ま
わ
り
を
公
転
し
て
い
る
こ

と
を
、
知
ら
れ
な
か
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。
け
れ
ど
も
彼
等
は
「
無
知
」

だ
と
、
い
う
も
の
は
一
人
も
い
な

い
。
明
治
の
先
覚
、
福
沢
諭
吉
、
西

郷
隆
盛
、
勝
海
舟
な
ど
の
諸
先
生
が

核
融
合
反
応
を
知
ら
な
い
か
ら
と
い

っ
て
、
未
開
野
蛮
人
だ
と
、
ケ
な
す

も
の
は
一
人
も
あ
る
ま
い
。

　
母
親
が
科
学
知
識
を
も
つ
こ
と
は

望
ま
し
い
。
キ
ュ
ー
リ
ー
夫
人
は
、

学
者
と
し
て
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た

が
、
そ
う
か
と
い
っ
て
科
学
知
識
の

な
い
こ
と
で
、
母
親
の
資
格
を
失
な

う
も
の
で
は
断
じ
て
な
い
母
親
の
資

格
は
知
識
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
じ

つ
に
そ
の
徳
性
に
あ
る
。
近
ご
ろ
ア

ク
セ
サ
リ
ー
に
都
会
な
ど
で
は
大
学

教
育
を
受
け
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て

き
た
そ
う
だ
。
学
間
の
な
い
母
親
を

小
バ
カ
に
す
る
風
潮
さ
え
あ
る
。
ま

こ
と
に
苦
々
し
い
限
り
で
、
母
親
の

え
ら
さ
は
そ
ん
な
一
知
半
解
な
学
間

に
あ
る
の
で
は
な
い
。
「
ウ
チ
の
オ

フ
ク
ロ
は
人
前
に
出
せ
な
い
」
と
暗

に
無
学
を
冷
笑
す
る
恥
知
ら
す
が
い

る
。
恥
を
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
マ

ス
・
ブ
ロ
大
学
生
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

が
あ
る
。

　
小
学
校
か
ら
上
は
大
学
に
至
る
ま

で
「
技
術
教
育
一
一
辺
倒
で
は
な
か

ろ
う
か
。
技
術
以
前
の
「
人
間
教

育
」
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
。

無
学
の
母
親
を
小
パ
カ
に
す
る
の
ば

こ
う
い
う
知
識
偏
向
の
教
育
か
ら
も

来
て
い
る
。

　
知
育
、
徳
育
、
体
育
は
、
時
代
が

ど
ん
な
に
か
わ
っ
て
も
、
教
育
の
根

本
義
で
あ
る
。
徳
育
を
基
底
に
し
た

知
育
と
依
育
こ
そ
「
人
間
づ
く
り
」

の
正
念
場
で
あ
る
。
徳
育
を
忘
れ
た

科
学
万
能
は
、
狂
人
に
村
正
の
銘
刀

を
与
え
る
に
ひ
と
し
い
。
呵
々

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

　
報
告
と
才
末
た
す
け
あ

　
い
運
動
の
実
施
に
つ
い

　
て

　
中
里
村
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
今

年
も
県
下
の
ト
ッ
ブ
を
切
っ
て
九
月

十
九
日
に
完
納
し
ま
し
た
こ
と
は
、

十
月
の
公
民
舘
報
、
十
月
四
日
の
新

潟
日
報
等
で
す
で
に
周
知
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
が
九
月
十
九
日
以
後
新
た

に
学
校
募
金
、
法
人
募
金
等
に
よ
り

四
万
三
千
二
百
七
十
二
円
の
増
額
を

得
、
二
十
一
万
八
千
二
百
二
十
円
の

目
標
額
に
対
し
二
十
九
・
一
％
と
い

う
高
い
超
過
分
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
ひ
と
え
に
皆

様
方
の
社
会
福
祉
に
対
す
る
深
い
理

解
と
温
い
ご
協
力
の
賜
と
思
い
衷
心

よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
才
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
つ
き
ま

し
て
も
十
一
月
二
十
五
日
よ
り
全
村

一
斉
に
実
施
す
る
事
に
し
、
こ
れ
に

よ
り
集
ま
っ
た
金
乙
品
物
は
全
て
村

内
の
ま
す
し
い
人
達
や
入
院
中
の
方

方
に
翁
渡
し
す
る
事
に
し
て
お
り
ま

す
。
「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
正
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月
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

に
こ
の
運
動
を
展
開
し
、
村
内
の
一

人
で
も
多
く
の
人
が
皆
様
と
同
様
た

の
し
い
正
月
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う

や
さ
し
く
温
い
愛
の
手
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
才
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
募

金
等
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後

日
各
区
長
を
通
じ
皆
様
に
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

　
　
中
里
文
芸

　
　
　
　
－
十
一
月
投
句
－

　
互
選
句
　
　
　
　
大
泉

一
初
霜
の
明
る
さ
荷
箱
の
釘
を
締
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
雷

天
も
ダ
ム
も
焼
く
鷹
の
巣
の
大
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

牛
叱
る
声
に
鮭
子
た
つ
枯
野
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
松

さ
す
り
見
し
指
に
菊
の
香
残
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

散
髪
の
首
筋
寒
し
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰
月

一
バ
ス
の
背
に
ど
っ
姦
る
盛

一
葉
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

片
陽
着
し
仰
ぐ
連
山
う
す
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
蔵

脱
穀
終
え
か
た
せ
る
籾
や
月
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山

一
七
十
路
の
思
い
出
ふ
か
き
旅
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
ミ

秋
深
く
虫
の
音
遠
く
月
冴
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
香
庵

小
豆
打
つ
老
婆
は
腰
を
弓
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
子

オ
リ
オ
ン
座
深
ぶ
か
と
明
日
あ
る
眠

り
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

石
白
し
白
き
秋
蝶
憩
は
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
代

ほ
う
す
き
や
口
い
っ
ぱ
い
に
に
ぶ
い

音
　
　
　
　
　
　
由
記

菊
晴
れ
て
歩
道
静
か
に
盲
女
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寿
秀

文
化
の
日
心
浮
き
立
つ
日
和
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
波
留

月
の
ぽ
り
刈
田
に
自
く
笠
の
こ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
チ

刈
り
終
え
て
吾
が
安
ら
ぎ
し
台
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枝

河
鳴
り
の
冷
ゆ
夜
を
一
人
縫
い
そ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

鷹
の
巣
や
霧
界
の
化
身
巌
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

追
わ
る
ご
と
出
稼
ぐ
旅
よ
も
が
り
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

収
穫
終
え
て
ゆ
だ
ね
し
夜
の
耳
熱
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

村
議
選
終
へ
て
俄
か
に
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

初
霜
や
鉢
の
翁
も
と
の
葉
を
な
で
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

黄
菊
白
菊
出
稼
ぎ
決
め
し
農
唄
う

　
選
者
特
選
　
　
　
小
山
　
大
泉
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

宇
宙
は
秋
人
は
小
さ
き
愛
育
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

奥
信
濃
山
彦
返
し
晩
稲
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
雷

大
紅
葉
離
郷
の
決
意
定
ま
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
露
丘
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
雷

天
も
ダ
ム
も
焼
く
鷹
の
巣
の
大
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

初
霜
の
明
る
さ
荷
箱
の
釘
を
締
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

一
菊
晴
れ
て
歩
道
静
か
に
盲
女
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
え
つ
お
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

奥
信
濃
山
彦
返
し
晩
稲
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

紅
葉
に
包
ま
れ
夫
婦
薪
背
負
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由
記
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道
静
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盲
女
行
く
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村
議
会
議
員
選
挙

新
議
員
十
八
名
決
ま
る

な
鯖
額
期
野
墨

は
、
去
る
十
月
二
＋
八
ε
村
内
十
二

ヵ
所
の
投
票
所
で
午
前
七
時
よ
り
一

斉
に
行
な
わ
れ
た
。
今
回
の
選
挙
は

新
村
議
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

　　　　　　　　　　　　　　　　凝　　　　　　　　　　翻

灘簸鍵
服
部
武
男
（
五
一
）

洋
裁
業
、
小
原

冨
井
博
（
四
六
）

農
業
、
如
来
寺

鈴
木
佐
＋
郎
（
四

も
団
体
職
員
、

下
山

江
口
平
五
郎
（
五

む
農
業
、
午
溝

上
村
賢
造
（
玉
五
）

法
人
団
体
役
員

田
中

桑
原
寛
平
（
歪
）

農
業
、
東
田
尻

二
十
一
日
の
告
示
と
同
時
に
二
十
四

日
の
締
切
り
ま
で
に
二
十
三
人
の
立

候
補
届
出
が
あ
り
、
議
員
定
数
十
八

名
に
対
し
、
五
人
の
超
過
と
あ
っ
て

激
し
い
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

　
社
会
情
勢
の
移
り
変
り
と
と
も
に

村
政
が
直
面
し
て
い
る
課
題
も
多

・
く
、
村
民
の
関
心
も
高
ま
り
、
二
十

罐璽懸
灘

　　　　　　　　　　　騰　　　　　塑

躍
南
雲
吉
之
助
（
五

◎
農
業
、
堀
之

内吉
楽
寛
三
（
五
四
）

農
業
、
上
山

鈴
木
国
康
（
四
三
）

　
　
　
筑
讐
一

農
業
、
角
間
膣

高
儒
熊
蔵
（
譜
）

農
業
、
倉
俣

山
本
芳
治
（
五
七
）

農
業
、
桂

阿
部
正
寿
倹
二
）

農
業
、
高
道
山

八
日
の
投
票
日
は
あ
い
に
く
風
雨
ま

じ
り
の
悪
天
候
で
あ
っ
た
が
、
身
近

な
選
挙
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
投
票
率

も
好
く
、
九
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
、
村
民
の
大
き
な
期
待
を
に
な
っ

て
、
十
八
名
の
新
議
員
が
き
ま
っ

た
。

　
な
お
選
挙
当
日
の
有
権
者
は
、
四

遜
　　　　　蓮　　　　　　　　　　　　　繍

　　　　　　　　　　　　馨

　　　　　　灘

擁
小
林
豊
政
（
四
三
）

農
業
、
荒
屋

富
井
寿
美
雄
（
五

。
震
業
、
市
之

越広
田
耕
作
倹
む

織
物
業
、
田
中

樋
口
省
三
（
♂
）

農
業
、
宮
中

根
津
三
郎
（
四
四
）

農
業
、
芋
川

南
雲
武
雄
（
五
一
）

農
業
、
本
屋
敷

千
八
百
七
＋
一
人
（
男
二
千
二
百
七

十
七
人
、
女
二
千
五
百
九
十
四
人
）

投
票
璽
は
、
全
体
で
九
十
三
・
一
四

パ
ー
セ
ン
ト
（
男
九
十
二
・
九
八
パ

ー
セ
ン
ト
、
女
九
十
三
・
二
八
パ
ー

セ
ン
ト
）
と
前
回
の
九
十
三
・
〇
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
や
や
上
廻
る
好
郵
で

あ
っ
た
。
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お

り
。当

三
六

〃
三
〇
六
・
九
一
四

〃
二
八
三

〃
二
四
八

〃
二
四
七

〃
二
三
二

〃
二
…

〃
二
二
七

上
村
賢
造

鈴
木
国
康

江
口
平
五
郎

小吉山高服
林楽本橋部
豊寛芳熊武
政三治蔵男

〃
二
一
八
・
五
六
八

〃
一
二
三
・
六
三
八

〃
二
＝
二

〃
二
一
〇

〃
一
＝
○

〃
一
九
九
・
四
三
一

〃
一
九
三

〃
一
九
三

〃
一
八
三
・
五
六
八

〃
一
七
八

次
一
六
四

　
一
五
四

　
一
五
〇
・
四
四
八

　
二
一
一
九
・
四
三
一

　
一
〇
一

富
井
寿
美
雄

鈴
木
佐
＋
郎

南富樋広阿
雲井口田部
武　 省耕正
雄博三作寿

南
雲
吉
之
助

高桑鈴羽島根桑
橋原木鳥田津原
正武寛隆藤三寛
已義一吉平郎平

（
得
票
順
）

退
任
に
際
し
て

中
里
村
議
会
議
長

　
昭
和
三
十
年
三
月
中
里
村
発
足
当

時
か
ら
引
き
続
き
議
会
議
員
の
席
を

汚
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
大

半
を
議
長
の
職
を
お
お
せ
つ
か
っ
て

今
日
に
至
る
ま
で
微
力
な
が
ら
大
過

な
く
過
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
は
、
村
民
の
み
な
さ
ま
や
議
員
各

位
は
も
と
よ
り
村
ご
当
局
は
じ
め
一

斉
喜
政
治

般
関
係
各
位
の
絶
大
な
る
ご
支
援
の

賜
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
改
め
て
深
く

感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
さ
い

ま
す
。

　
な
が
ら
く
お
じ
ゃ
ま
を
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
今
回
の
改
選
に
際
し
て

引
退
す
る
こ
と
に
決
意
い
た
し
ま
し

た
。
我
が
中
里
村
も
、
執
行
部
を
中

心
に
村
民
一
致
の
協
力
に
ょ
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
面
に
向
っ
て
着
々
発
展
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で

あ
っ
て
、
今
日
さ
ら
に
一
段
と
飛
醒

11

月
2
4
日
役
場
議
場
で

村
内
p
T
A

研
修
会

　
講
師
に
国
研
の
横
山
先
生

　
村
教
育
委
員
会
、
P
T
A
運
絡
協

議
会
の
主
催
で
、
十
一
月
二
十
四
日

午
後
一
時
半
か
ら
役
場
三
階
議
場
に

お
い
て
村
内
P
T
A
研
修
会
が
開
か

れ
ま
す
。
講
師
に
は
、
国
立
教
育
研

究
所
の
横
山
宏
先
生
を
招
き
『
P
T

A
と
家
庭
教
育
」
と
題
す
る
講
演
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

　
最
近
の
教
育
の
間
題
、
と
く
に
P

T
A
、
家
庭
教
育
の
あ
り
方
を
じ
っ

く
り
考
え
て
み
た
い
と
お
も
い
ま

す
。
希
望
者
は
、
だ
れ
で
も
聴
講
で

き
ま
す
か
ら
、
多
数
お
い
で
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

的
な
発
展
を
め
ざ
し
て
、
目
下
計
画

実
施
中
の
幾
多
の
事
業
が
円
滑
に
し

か
も
早
期
に
完
成
し
て
、
い
よ
い
よ

明
る
い
希
望
に
満
ち
た
村
づ
く
り
が

、
一
日
も
早
く
実
現
出
来
ま
す
よ
う
執

行
部
の
ご
努
力
と
、
議
会
な
ら
び
に

関
係
各
位
の
一
層
の
ご
活
踵
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

末
筆
ま
こ
と
に
失
礼
な
が
ら
、
今
回

ご
当
選
な
さ
れ
た
議
員
各
位
に
衷
心
，

よ
り
お
祝
詞
を
申
し
上
げ
、
執
行
部

と
相
携
え
て
中
里
村
発
展
の
た
め
、

民
主
制
議
会
政
治
確
立
の
た
め
、
た

ゆ
ま
ざ
る
ご
精
進
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
な
が
ら
く
の
ご
無
礼
を
お
詑
び

し
て
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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第
七
回

母
子
衛
生
大
会
開
く

　
　
　
　
　
　
優
良
児
表
彰
と
講
演
会

　
去
る
十
一
月
二
日
第
七
回
中
里
村

母
子
衛
生
大
会
が
児
童
舘
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
午
前
は
家
庭
児
童
相
談

員
佐
野
先
生
の
「
乳
幼
児
の
心
理
と

し
つ
け
」
に
つ
い
て
の
特
別
講
演
と

十
日
町
保
健
所
長
さ
ん
は
じ
め
、
来

賓
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
、
午
後
は
上

村
病
院
、
松
沢
小
児
科
医
長
、
藤
田

歯
科
医
の
審
査
報
告
、
つ
づ
い
て
優

良
乳
児
及
び
優
良
三
才
児
、
五
才
児

優
良
母
子
衛
生
地
区
組
織
の
表
彰
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
ひ

き
つ
づ
い
て
、
小
児
科
医
長
、
松
沢

』
先
生
の
「
乳
幼
児
の
出
生
と
そ
の
対

策
に
つ
い
て
」
講
演
、
役
場
保
健
婦

か
ら
「
中
里
村
の
母
子
実
態
」
に
つ

い
て
の
報
告
な
ど
、
お
母
さ
ん
方
は

　
一
日
じ
っ
く
り
と
勉
強
し
ま
し
た
。

［
な
お
優
良
乳
児
、
優
良
三
才
児
、
五

才
児
、
母
子
組
織
表
彰
地
区
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
優
良
乳
児

氏
　
　
名
　
　
　
　
部
落
名

大
口
寿
文
　
　
　
　
重
地

滝
沢
正
光
　
　
　
　
　
田
代

滝
沢
貞
雄
　
　
　
　
　
田
中

桑
原
　
博

鈴
木
　
智

大
口
明
宏

鈴
木
　
晋

滝
沢
知
己

大
口
正
夫

士
ロ
楽
幸
一
郎

桑
原
幸
子

川
田
美
雪

鈴
木
れ
い
子

樋
口
美
奈
子

山
本
千
恵
美

樋
口
真
佐
子

山
田
ひ
さ
子

樋
口
弘
子

小
林
由
美
子

嚢
利
江
子

◇
優
良
三
才
児

山
田
勝
男

樋
口
幽
司

鈴高島山冨冨
木橋田1本井井
正則共　・洋公
代子子浩一一

井
ソ
川
宏
子

高
橋
順
子

．
◇
優
良
五
才
児

筍
野
孝
雄

服
部
ね
　
泉

◇
母
子
組
織
表
彰
地
区

①
地
区
名

桂
も
地
．
区
組
織
名

③
代
表
者
彦

①
地
区
名

上干土通葎朴重宮倉上重通重重重東
　　　り　木　　　　　　り　　　　田
山溝倉山沢沢地中俣山地山地地地尻

朴
木
沢

　
　
沢

通
り
山

　
　
倉

　
　
溝

　
　
山

堀
ノ
内

角
間

干
溝

如
来
寺

市
之
越

小
原
、
田
中
、

　
　
　
　
　
稔
健
育
会

　
　
　
　
樋
ロ
エ
ノ
ヨ
ノ
響

貝
野
地
区

干如倉倉山重倉倉田溝　 来
’　寺俣　俣崎地俣俣中

②
地
区
組
織
名

③
代
表
者
名

み
の
り
愛
墨
震
㊤
は
箋
生
の
特
別
彊

　
　
南
雲
　
悦
と
㊦
は
優
良
三
才
児
の
表
彰
】

た
ば
こ
消
費
税
に
つ
い
て

　
「
た
ば
こ
」
に
は
地
方
税
と
し
て

消
費
税
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
市
町
村
た
ば
こ
消
費
税
と
し

て
市
町
封
の
税
収
に
大
き
な
割
合
を

し
め
て
お
り
、
中
里
村
で
も
本
年
度

　
の

三
百
七
十
万
円
程
度
が
見
込
ま
れ
、

教
育
、
産
業
の
振
興
等
、
村
の
大
切

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
で
は
こ
の
税
の
増
収
を
図

る
た
め
、
今
年
度
は
と
く
に
村
の
た

ば
こ
小
売
人
組
合
の
協
力
を
得
て
、

宣
伝
マ
ッ
チ
、
回
覧
板
の
作
製
配
布

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
た
ぱ
こ
消
費
税
の
増
収

一
ま
、
村
内
で
た
ぱ
こ
が
買
わ
れ
れ
ば

顎
け
で
す
か
ら
、
各
位
に
お
か

一
れ
て
は
村
外
に
出
稼
ぎ
、
旅
行
等
に

出
か
け
る
場
合
で
も
、
村
内
た
ぱ
こ

の
ご
使
用
や
そ
の
他
こ
の
趣
旨
の
周

一
知
に
つ
い
て
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お

国民年金に
　加入届けを忘れずに

い
ま
ま
で
の
各

年
金
制
度
で
は
原

則
と
し
て
そ
の
制

度
だ
け
の
加
入
期

間
が
一
定
の
年
数

以
上
に
な
っ
た
場

合
に
老
令
年
金
と

か
退
職
年
金
と
か

が
で
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
の
で
す

が
、
こ
れ
に
対
し

通
算
年
金
制
度
に

よ
っ
て
で
る
年
金

は
、
年
金
を
う
け
る
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
期
間
に
っ
い
て
ほ
か
の
制
度

に
い
た
期
間
も
通
算
し
て
計
算
さ
れ

る
わ
け
で
す
。

　
い
い
か
え
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
制
度

だ
け
で
は
年
数
が
た
り
な
く
て
も
、

国
民
年
金
の
加
入
期
間
と
ほ
か
の
制

度
の
期
間
を
合
算
し
て
二
十
五
年
以

上
（
昭
和
五
隼
四
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
は
二
十
四
年
5
十
年
に
短

縮
さ
れ
て
い
ま
す
）
に
な
れ
ば
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
会
社
、
工
場
、
官
庁
で

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
公
的
年

金
制
度
を
喪
失
さ
れ
た
（
二
十
才
5

六
十
才
未
満
）
人
は
必
す
国
民
年
金

に
加
入
届
を
役
場
年
金
係
に
出
し
て

下
さ
い
。
又
、
満
二
十
才
に
な
り
ま

す
と
（
公
的
年
金
制
度
加
入
以
外
の

人
）
必
す
加
入
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。
期
日
が
お
く
れ
て
も
二
十
才

の
到
達
日
の
月
か
ら
保
険
料
は
納
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
自
主

的
に
加
入
届
出
下
さ
る
よ
う
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
。

　
納
入
困
難
な
場
合
は
免
除
申
請
も

一あ
り
ま
す
の
で
還
慮
な
く
申
出
て
下

さ
い
。

願
い
し
ま
す
。
　
（
役
場
税
務
課
）

風
の
予
防

　
今
年
も
枯
嵐
の
吹
く
季
節
が
や
っ

て
き
た
。
誰
で
も
季
節
の
変
り
め
に

体
調
を
崩
し
、
年
に
二
、
三
回
は
気

分
の
悪
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
代
表

的
な
も
の
が
か
ぜ
で
あ
る
。
か
ぜ
は

特
に
冬
に
多
く
、
ま
た
春
先
と
秋
口

に
も
よ
く
か
＼
り
、
頭
痛
、
全
身
の

だ
る
さ
、
微
熱
、
鼻
が
む
す
が
ゆ
く

又
水
の
よ
う
な
鼻
汁
、
の
ど
の
痛
み

唾
を
飲
み
込
む
の
が
苦
痛
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
ら

り
、
痕
が
出
た
り
、
そ
の
う
ち
声
が

か
れ
る
等
の
症
状
を
訴
え
、
実
に
気

分
の
す
ぐ
れ
な
い
も
の
で
す
。
か
ぜ

の
病
厘
菌
は
皆
さ
ん
も
御
存
知
の
と

お
り
ヴ
ィ
ー
ル
ス
に
よ
る
も
の
が
多

く
、
伝
染
性
が
非
常
に
強
く
、
接
触

し
て
か
ら
二
十
四
～
三
十
六
時
間
で

発
病
し
る
し
、
又
か
ぜ
は
俗
に
万
病

の
も
と
等
と
言
わ
れ
て
い
る
と
お
り

病
毒
に
か
N
っ
た
後
は
細
菌
に
お
か

さ
れ
や
す
い
こ
と
が
現
在
の
医
学
に

於
い
て
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ぱ
気
管
支
肺
炎
に
な
っ
た
り

腎
臓
病
に
な
っ
た
り
、
運
の
悪
い
人

は
長
い
間
病
院
生
活
を
送
ら
ね
ぱ
な

ら
な
い
と
い
う
悲
劇
に
も
な
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
結
果
を
招
か

な
い
う
ち
に
”
か
ぜ
”
だ
と
思
っ
た

　
　
　
　
　
　
（
三
面
へ
続
く
）

出
稼
ぎ
す
る
み
な
さ
ん
へ

　
今
年
も
明
る
く
安
心
し
て
出
稼
ぎ

で
き
る
よ
う
職
業
安
定
所
、
市
町
村

役
場
の
窓
口
を
通
し
て
、
と
呼
び
か

け
て
き
ま
し
た
。
事
故
は
い
つ
お
こ

る
か
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
も
の
で

す
。
毎
年
出
稼
ぎ
し
て
い
る
所
だ
か

ら
と
か
、
面
倒
く
さ
い
か
ら
と
い
う

こ
と
が
不
則
の
事
故
を
ま
ね
い
て
困

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
出
稼
ぎ
す
る

人
は
、
少
な
く
と
も
、
就
労
先
の
労

働
条
件
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
業
安
定

所
に
申
し
込
ま
れ
る
求
人
に
よ
り
内

容
を
た
し
か
め
る
事
が
一
番
で
す
。

　
な
お
、
去
年
か
ら
職
業
安
定
所
又

は
、
出
稼
ぎ
職
業
相
談
所
（
各
市
町

村
に
設
置
）
で
出
稼
ぎ
労
務
者
台
帳

，
（
求
職
票
）
を
作
成
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
就
労
先
の
決
定
、
未
定
に
か

か
わ
ら
す
皐
め
に
必
す
求
職
の
登
録

を
し
て
下
さ
い
。

　
こ
の
求
職
票
は
、
一
回
手
続
き
す

れ
ぱ
、
今
後
数
年
間
利
用
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
来
春
出
稼
ぎ
先
か
ら
帰

郷
後
失
業
保
険
の
受
給
に
該
当
す
る

場
合
は
、
今
後
こ
の
求
職
票
に
よ
り

受
付
相
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
万
一
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合

に
は
、
受
付
時
に
不
利
の
取
扱
い
を

受
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で

必
す
登
録
し
て
下
さ
い
。
そ
の
他
出

稼
ぎ
す
る
人
の
た
め
に
就
労
手
帳
の

交
付
等
便
利
を
図
っ
て
お
り
ま
す
の

で
出
稼
ぎ
に
関
係
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
職
業
安
定
所
、
出
稼
ぎ
職
業

相
談
所
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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村
の
栄
養
教
室
修
了
式

　
　
　
　
普
及
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
く

　
去
る
＋
日
、
四
十
二
年
度
の
栄
養

教
室
修
了
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
中
は
田
沢
小
学
校
で
栄
養

教
室
普
及
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

を
　
　
　
　
が
お
こ
な
わ
れ
ヤ
こ
の

塞
漏
雛
難
譲

中
か
ら
、
農
家
に
普
及
性
の
あ
る
料

理
、
栄
養
が
あ
り
、
し
か
も
安
上
り

で
み
た
め
が
よ
い
、
栄
養
普
及
料

理
を
募
集
し
た
も
の
で
、
約
五
十
品

ほ
ど
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
十

品
が
入
賞
と
し
て
選
ぱ
れ
、
実
演
さ

れ
ま
し
た
。
作
っ
た
料
理
に
つ
い
て

県
薬
事
衛
生
課
．
池
田
栄
養
土
さ
ん

中
里
村
食
品
協
会
長
な
ど
か
ら
「
科

学
的
に
計
算
さ
れ
た
価
値
あ
る
料

理
』
と
の
お
ほ
め
の
諸
好
評
、
み
ん

な
で
た
の
し
く
試
食
会
。

　
午
後
か
ら
は
、
役
場
議
場
に
会
場

移
動
し
て
主
催
者
の
中
里
村
長
か
ら

の
「
生
活
改
善
に
指
導
者
と
し
て
大

い
に
か
ん
ば
っ
て
下
さ
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
．
修
了
証
書
と
中
里
村
食
生

活
改
善
推
進
委
員
の
委
嘱
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
席
優
良

者
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
、
学
級
生
代

表
、
吉
楽
リ
ン
さ
ん
か
ら
「
中
里
村

の
食
生
活
改
善
に
、
せ
い
い
っ
ぱ
い

努
力
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
」
と
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
県
薬
事
衛
生
課
長

津
南
普
及
所
長
は
じ
め
多
く
の
方
た

ち
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
県

衛
生
薬
事
課
、
池
田
技
師
よ
り
約
一

時
間
半
に
わ
た
っ
て
「
冬
期
間
の
食

生
活
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
四
時
過
ぎ

　
了
式
を
お
わ
り
ま
し
た
。
　
（
写
真

㊤
栄
養
普
及
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
と
㊦
．

栄
養
教
室
修
了
式
）
な
お
栄
養
教
室

受
講
生
が
つ
く
っ
た
「
栄
養
教
室
の

歌
」
が
保
健
婦
さ
ん
に
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　
　
栄
養
教
室
の
歌

一
、
仰
ぐ
青
空
希
望
に
み
ち
て

．
波
も
唄
う
よ
清
灘
川

　
今
日
も
一
日
笑
顔
で
学
ぶ

　
栄
養
教
室
た
の
し
い
集
い

二
、
山
の
幸
か
ら
海
の
幸
ま
で

　
調
理
生
か
し
て
味
じ
ま
ん

　
心
一
す
じ
　
主
婦
（
お
ん
な
）
の

　
願
い

羅
蝿
．
し
あ
わ
せ
）
い
っ
一

三
、
明
日
の
伸
び
ゆ
く
平
和
の
中
里

　
に

病
気
し
ら
す
の
風
が
吹
く

風
よ
吹
け
吹
け
　
軒
か
ら
軒
へ

栄
養
教
室
た
の
し
い
吾
が
家

職
業
訓
練
生
募
集

　
職
業
訓
練
所
で
は
現
在
昭
和
四
十

三
年
四
月
入
所
の
訓
練
生
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

　
職
業
訓
練
所
は
、
こ
れ
か
ら
就
職

す
る
人
や
転
職
し
た
い
人
に
、
職
業

に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
と
技
能
を

身につ

け
さ
せ
、
そ
の
人
達
の
職
業

第
士
一
回

津
南
、
中
里
青
年
懇
談
会

　
　
　
野
本
先
生
迎
え
信
濃
荘
で

，
去
る
十
一
月
十
一
日
午
後
か
ら
十
き
か
」
と
い
う
講
演
を
か
わ
ぎ
り
に

二
日
に
わ
た
っ
て
灘
南
町
、
信
濃
荘
皿
各
部
会
に
分
れ
て
「
こ
れ
か
ら
の
青

に
お
い
て
、
第
三
回
津
南
、
中
里
青
年
の
在
り
万
」
「
こ
れ
か
ら
の
農
業

年
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
　
　
　
　
は
ど
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
こ
の
懇
談
会
は
津
南
町
、
中
里
村
い
か
」
「
恋
愛
と
結
婚
に
つ
い
て
」

の
青
年
達
が
、
生
活
を
共
に
し
な
が
と
い
う
テ
！
マ
で
熱
心
に
話
し
合
い

ら
、
自
由
に
話
し
あ
い
考
え
合
い
む
が
畜
こ
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
た
の
し

す
び
つ
き
を
深
め
る
機
会
に
し
た
い
　
い
夕
食
、
た
こ
紹
介
（
自
己
紹
介
の

と
い
う
も
の
で
、
昨
年
の
両
公
民
舘
　
一
種
）
歌
と
、
前
半
を
ゆ
か
い
に
た

主
催
の
も
の
か
ら
、
今
年
は
両
青
年
の
し
く
過
し
た
。

会
の
主
催
、
両
公
民
舘
は
後
援
と
い
　
　
明
け
て
十
二
日
再
び
各
部
会
に
分

う
形
で
五
十
名
近
く
の
青
年
が
参
加
れ
て
ま
と
め
、
全
体
討
議
と
反
省
会

し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
最
後
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
歌
、
ゲ

　
十
一
日
午
後
四
時
半
か
ら
講
師
、
　
ー
ム
で
閉
会
し
、
来
年
の
懇
談
会
で

十
日
町
実
業
高
校
教
諭
、
野
本
郁
太
ま
た
あ
い
ま
し
ょ
う
と
一
泊
二
日
の

郎
先
生
の
「
充
実
し
た
青
年
期
を
送
日
程
を
有
意
義
に
過
し
た
。

る
た
め
、
我
々
青
年
は
何
を
な
す
べ

と
生
活
の
安
定
及
び
地
位
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
潟
、

高
田
、
柏
崎
、
三
条
、
十
日
町
の
各

市
と
北
魚
沼
郡
堀
之
内
町
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

　
募
集
職
種
は
、
次
の
よ
う
に
機

械
、
仕
上
げ
、
板
金
な
ど
十
八
職
種

で
訓
練
期
間
は
一
ヵ
年
、
寄
宿
舎
の

設
備
も
あ
り
ま
す
。

　
年
令
に
制
限
な
く
、
義
務
教
育
を

修
了
し
た
人
、
あ
る
い
は
中
学
校
卒

業
見
込
み
の
人
は
応
募
で
き
ま
す
か

ら
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
、
職

業
訓
練
所
、
中
学
校
な
ど
に
間
い
合

わ
せ
の
う
え
、
入
所
手
続
き
を
お
と

り
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
日
　
昭
和
四
十
二
年
十
一

　
月
三
＋
日

特
典

①
授
業
料
は
無
料
で
す
。

②
国
鉄
、
私
鉄
の
学
生
定
期
券
及
び

．
学
生
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

③
就
職
率
は
一
〇
〇
％
で
す
。

◎
新
潟
訓
練
所
（
新
潟
市
）

　
　
募
集
職
種
　
　
　
　
募
集
人
員

機
械
科

仕
・
上
げ
科

板
金
科

溶
接
科

一一三四
〇〇〇〇

　
　
配
管
科

　
　
製
材
機
械
科

　
　
電
工
科

　
　
自
動
垣
整
備
科

　
　
ブ
・
ッ
ク
建
築
科

　
　
建
築
大
工
科

◎
上
越
訓
練
所
（
高
田
而
）

　
　
機
械
科

　
　
仕
上
げ
科

　
　
溶
接
科

　
　
電
工
科

　
　
自
動
車
整
備
科

　
　
建
築
大
工
科

　
　
木
工
科

◎
柏
崎
訓
練
所
（
柏
崎
市
）

　
　
機
械
科

　
　
仕
上
げ
科

　
　
建
築
大
工
科

◎
三
条
訓
練
所
（
三
条
市
）

　
　
鍛
造
科

　
　
機
械
科

　
　
仕
上
げ
科

　
　
溶
接
科

　※　　　※
二一三四三一
〇〇〇〇〇〇OOOOOO五

二二五
〇〇〇

一三四四
〇〇〇〇

◎
十
日
町
訓
練
所
（
十
日
町
而
）

　
　
織
機
調
整
科
　
　
　
　
　
三
〇

　
　
染
色
科
　
　
　
　
　
三
〇

◎
魚
沼
訓
練
所
（
北
魚
沼
郡
堀
之
内

ト
町
）電

工
科

左
官
秘

建
築
大
工
科

木
工
科

○○○○

※
印
の
訓
練
期
間
は
六
ヵ
月
で
す
。

　
　
　
　
　
（
二
面
よ
り
続
き
）

ら
す
ぐ
マ
ス
ク
を
す
る
の
が
他
の
人

に
か
＼
ら
す
流
行
さ
せ
な
い
と
い
う

意
味
に
お
い
て
最
も
重
要
で
す
。
第

二
に
外
出
の
あ
と
う
が
い
を
す
る
こ

と
。
第
三
に
か
ぜ
は
疲
労
し
た
人
に

か
か
り
や
す
い
こ
と
か
ら
疲
労
困
憲

す
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
、
温
か
い

飲
物
を
飲
ん
で
体
を
温
め
充
分
な
睡

眠
と
栄
養
化
の
高
い
食
餌
を
す
る
等

体
力
を
つ
け
る
こ
と
に
勤
め
る
べ
き

で
す
．
か
ぜ
を
馬
鹿
に
せ
す
馬
鹿

に
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

出
稼
ぎ
青
年
を
送

る
会
開
く
，

　
去
る
十
一
月
七
日
、
夜
六
時
よ
り

田
沢
小
学
校
に
お
い
て
、
青
年
会

公
民
舘
の
共
催
で
「
出
稼
ぎ
青
年
を

送
る
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
出
稼
ぎ
青
年
を
は
げ
ま

し
、
仲
間
の
親
睦
を
は
か
ろ
う
と
村

内
各
部
落
か
ら
五
十
余
名
の
青
年
が

集
ま
り
、
た
の
し
い
一
と
と
き
を
過

し
ま
し
た
。
青
年
会
長
、
公
民
舘
長

さ
ん
か
ら
の
「
元
気
で
い
っ
て
き
て

下
さ
い
」
と
い
う
激
励
の
言
葉
の
あ

と
、
役
場
の
出
稼
ぎ
係
か
ら
、
出
稼

ぎ
を
す
る
場
合
は
、
必
す
、
役
場
又

は
職
業
安
定
所
の
窓
口
を
通
し
て
下

さ
い
と
い
う
連
絡
が
あ
り
、
自
己
紹

介
、
タ
食
パ
ー
テ
ィ
ー
、
だ
ん
ら
ん

歌
、
フ
骨
ー
ク
・
ダ
ン
ス
に
興
じ
、

み
ん
な
元
気
に
春
の
会
を
約
束
し
て

な
ご
り
が
つ
き
ぬ
ま
＼
九
時
過
ぎ
散

会
し
ま
し
た
。


